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地域医療連携室 

                         
 

  ７月１９日（火）午後６時から、気仙沼市立病院４階会議室で退院調整に関する事例検討グループ

ワーク研修会を開催しました。今回は、脳梗塞で片麻痺の後遺症で自宅退院する患者さんについての

事例を通し、退院支援や多職種連携の大切さを理解することを目的とした内容でした。当日は、院内の

医師、看護師、リハビリ、栄養士の他、院外からも病院の医師、ケアマネジャーや介護施設相談員など、

総勢４７名の皆さんにご参加いただき、積極的なディスカッションを交えながら一つの事例についての退

院支援計画をグループごとに発表していただきました。 

 今回の事例検討では、これまでの役割を変えてロールプレイング形式から各職種の立場からのグ

ループワークで意見を出し合う形式とさせていただきました。これにより、 

それぞれの専門的な立場からの意見も活発に出され、充実 

した研修内容となりました。参加者された方からは「今後も 

対象患者さんを変えて同様の研修会を開催してほしい」「多 

職種の方からの専門的な意見を聞くことができた」「また参 

加したい」などの感想をいただきました。 

 連携室では今後も多くの皆さんに参加していただけるような 

研修会を企画していきますので積極的なご参加をよろしくお願 

い致します。 

つ な ぐ 

  夏の厳しい暑さから一雨ごとに秋の気配を感じるようになってきました。 

 皆様には、日頃より当院及び地域医療連携室へのご支援をいただき厚く御礼申

し上げます。 

 今号の「つなぐ」では7月に開催した「事例検討グループワーク研修会」や視

察研修会、４月～８月の退院支援についての活動報告の他、１１月に開催される

地域医療連携室活動報告会のご案内をさせていただきます。 

 活動報告会は、お陰様で今年で3回目の開催となります。内容も当院の取り組

みや情報交換の場として顔の見える連携づくりが出来るようなものとなっており、

回を重ねるごとに、より充実したものになれるよう準備を進めております。この

機会に皆様お誘い合わせの上ご参加いただければ幸いです。 

 季節の変わり目で、何かと忙しい時期ではありますが、皆様お風邪などお召し

になりませんよう、どうぞご自愛ください。 



      岩沼市の民生委員さんが視察研修にいらっしゃいました。  

   

   

  7月21日（木）午後2時から岩沼市民生委員・児童委員協議会の皆さん 

  （30名）が視察研修に来院されました。当院院長挨拶の後、地域医療連 

 携室の業務として、他病院への紹介や当院外来の新患予約などを中心 

 とした前方支援業務、入院患者さんの退院支援などを行う後方支援業 

 務、広報活動やケアマネジャーとの退院に向けた連携、気仙沼地域で 

 の院内外の多職種の連携についての取り組みをご紹介させていただ 

 きました。 

                   民生委員さんからは、地域医療連携室の役割や 

                  「入院したら患者や家族の立場としてはどこに相談 

                  したらよいのか？」また、「民生委員として病院から 

                  連絡が来ることがあるが、 どのように対応したらよい 

                  か？」、「ケアマネジャーとの連携をどのように行っ 

                  ているか？」 などの質問が出され、関心の深さがう         

                  かがえ、有意義な研修会となりました。 

◆活動報告◆ 
退院支援部門からの報告（４～８月分） 

 地域医療連携室では、退院に向けて支援を必要とする患者様についての退院支援を行っております。 

 退院支援が必要と考えられる患者様については、各病棟でアセスメントし地域医療連携室に依頼がさ

れ介入支援を行っております。 

 支援が必要な患者様は、1人暮らし高齢者や高齢者世帯のほか、同居家族が仕事で十分に介護でき

ない等の事情があり、退院後に在宅サービスや施設、転院などの調整が必要な場合など様々です。 

 平成２８年４月から８月までの介入患者様の人数は１８６名で退院先の割合については自宅３５％、転

院３６％、施設１７％、死亡１２％となっています。介入から退院までの平均支援日数は３２．９日で、転帰

先別では自宅２４．７日、転院３１．３日、施設４０．７日となっており、自宅退院に比べ、転院や施設への

退院支援日数が長い傾向にあります。施設や病院への退院支援日数の長期化の背景には、受入施設

が限られている現状があり、近隣の施設・病院が混み合っている場合は、県内陸部や県外の施設・病院

への退院調整を行う場合もあり、退院までに時間を要する傾向にあるためです。 

 連携室では、患者様や御家族様の意向を踏まえながら、安心して退院していただけるように、ケアマネ

ジャーや病院、施設などの関係機関の皆様と連携を図りながら今後も支援して参りたいと存じますので、

皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 
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 退院時処方の取り扱いについての御願い 
 

 退院時処方につきましては、平成２６年３月３１日付で厚

生労働省より事務連絡で通知のあったとおり、退院時処

方については、「退院後に在宅において処方すること」とさ

れており、入院患者様が在宅以外の医療機関の転院及

び介護老人保健施設への入所の場合には、該当しないこ

ととされております。 

 関係者の皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いいた

します。 
 

地域医療連携室活動報告会のお知らせ 
  

 気仙沼市内の医療機関や保健・福祉・介護関係のみなさんとの更な

る連携を目的とした活動報告会を開催します。 

  皆様お誘い合わせの上、ふるってご参加ください！ 

  日 時  平成２８年１１月１６日（水） １８時３０分～ 

  会 場  気仙沼プラザホテル 飛天の間   

  会 費  医師 ５０００円  他 ２０００円 

  内 容  研修 「感染症の知識について（仮題）」 

         報告 「地域医療連携室の活動について」  

         交流会 

  申込先  地域医療連携室へFAXでお申し込みください 

        ※後日文書にてご案内します。 

 

 ○ 泌尿器科外来   平成２８年１１月１８日（金） 

 ○ 皮膚科        平成２８年１０月２１日（金） 

                平成２８年１１月１１日（金）  
 ※その他、各医師の休診等につきましては、当院ホームページ 

      にてお知らせしております。  


